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Ⅷ 水質管理 

■ 安全で良質な水を供給するため、水源から蛇口に至るまでのきめ細やかな水質管理を実施しています。 

■ 水質状況を把握し、そのときどきの水質状況に適した浄水処理をおこなうことで、薬品やエネルギーの効率的な使用

に努めています。 

１ 水質管理 

水質検査に関しては、検査項目や検査地点等について、毎年お客様のご意見を伺い水質検査計画※を策定し、国が定め

た水質基準５０項目や維持管理のために実施する項目など２０２項目の検査に加え、放射性物質3項目の検査を実施して

います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

水源である河川（利根川、江戸川）や湖沼（印旛沼、高滝ダム湖）では、水質基準項目をはじめ農薬や放射性物質など

の調査を定期的に行っています。また、水源の実態把握と水質異常の早期発見のため、水質パトロール車による監視を行

っています。 

２ 原水の水質状況 

当局が原水を取水している川や沼は都市部にあることから汚れの度合いが高いことが特徴ですが、水質状況をきめこま

かく把握し、適切な浄水処理を行っています。 

水源別の水質状況（平成２３年度） 

 利 根 川 水 系 養 老 川 水 系 

江 戸 川 利 根 川 印 旛 沼 高 滝 ダ ム 湖 

浄 水 場 
ちば野菊の里浄水場 

栗山浄水場 

北総浄水場 

柏井浄水場（西側施設） 

柏井浄水場（東側施設） 福増浄水場 

水 質 状 況 

●江戸川の下流部に位置し、水質

は近年横ばい傾向にあるが、流

入する都市河川の影響を受け

る 

●油等水質汚染事故が多い 

●利根川の下流部に位置し、水

質は比較的安定しているが、

上流の湖沼の影響を受ける 

●油等水質汚染事故が多い 

●水道水源としては、国内で最

も富栄養化が進んだ湖沼の

ひとつ 

●植物プランクトンが大発生

する 

●夏季には、底層水が無酸素状

態となり、底泥中から鉄、マ

ンガンなどの溶出がみられ

る 

●植物プランクトンが大発生

する 

主な問題点 

●凝集障害（藻類の発生によって原水中の濁りが固まりにくくなる

障害） 

●かび臭の発生 

●魚卵の流下 

●凝集障害 

●かび臭の発生 

●凝集障害 

●かび臭の発生 

●着色 

対 応 方 法 

●凝集障害 → 硫酸を注入して藻類の発生により上昇した原水の pH を下げ、凝集しやすくします。 

●か び 臭 → ちば野菊の里浄水場、柏井浄水場（東側施設）及び福増浄水場では高度浄水処理を行い、その他の浄水場では 

臭気物質を吸着する粉末活性炭の注入量を増やします。 

●着  色 → 福増浄水場ではマンガンによる着色を避けるため、高滝取水場でマンガンの低い上層の原水を選択取水します。 

※水質検査計画は水道局ホームページに掲載しています。 

水  源 

●32 箇所で検査 
●毎月の検査 

浄 水 場 
（原水→処理工程→浄水） 
●全浄水場で処理段階ごとに検査 
●毎日の検査 

給 水 場 

●全給水場・分場で検査 
●毎月の検査 

蛇  口 

●27 箇所で検査 
●毎月の検査 


